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学校教育目標学校教育目標

確かな学力確かな学力と豊かな心を持ちと豊かな心を持ち,,
地域を愛し地域を愛し,,健康でたくましい生徒の育成健康でたくましい生徒の育成

目指す学校像目指す学校像
・学力の向上を目指し・学力の向上を目指し,,わかる授業の確立わかる授業の確立に努める学校に努める学校

・・生徒が楽しく生き生きと学び生徒が楽しく生き生きと学び活動する活気のある学校活動する活気のある学校
・情報発信に努め・情報発信に努め,,保護者保護者,,地域から信頼される学校地域から信頼される学校

・生徒と教職員が信頼で結ばれ・生徒と教職員が信頼で結ばれたた学校学校

研究テーマ研究テーマ

確かな学力定着のために確かな学力定着のために小グループ活動小グループ活動を取りを取り
入れた授業の工夫改善を図る。入れた授業の工夫改善を図る。

～～ひろしま型カリキュラムの言語活動ひろしま型カリキュラムの言語活動を生かして～を生かして～
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◎◎ テーマ設定の理由テーマ設定の理由
本校生徒の実態本校生徒の実態
○全国学力○全国学力・学習状況・学習状況調査や調査や広島県「広島県「基礎基礎・・基本基本」」定着状況調査定着状況調査
の結果の結果においてにおいて,,各教科とも大きく平均を下回り各教科とも大きく平均を下回り,,学力的に厳しい学力的に厳しい
状況にある。状況にある。
○特に数学の思考力を問う問題に対して○特に数学の思考力を問う問題に対して,,苦手意識を持つ生徒が苦手意識を持つ生徒が
多い。多い。
○学習に対して意欲を持たない生徒の割合が多い。○学習に対して意欲を持たない生徒の割合が多い。

このような実態からこのような実態から,,授業改善をすることで生徒の意欲を高め授業改善をすることで生徒の意欲を高め,,学学
力定着を図ること・数理運用能力を育てることの２点を中心課題力定着を図ること・数理運用能力を育てることの２点を中心課題
と考えた。と考えた。

◎◎ 研究仮説研究仮説
「ひろしま型カリキュラム言語・数理運用科」を核として「ひろしま型カリキュラム言語・数理運用科」を核として
全教科の授業改善を行い全教科の授業改善を行い,,言語活動を充実させれば言語活動を充実させれば,,生生
徒の思考力を育成させることができるであろう。徒の思考力を育成させることができるであろう。

3



生徒の実態生徒の実態
（平成２２年度全国学力・学習状況調査（平成２２年度全国学力・学習状況調査,,
広島県「基礎・基本」定着状況調査結果より）広島県「基礎・基本」定着状況調査結果より）
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◎◎本校の授業改善のポイント本校の授業改善のポイント

１１ 小グループ活動小グループ活動を効果的に取り入れる。を効果的に取り入れる。
２２ 思考力・判断力を問う発問思考力・判断力を問う発問を授業の中心に据える。を授業の中心に据える。
３３ 相手や目的に応じて相手や目的に応じてわかりやすく説明させる。わかりやすく説明させる。
４４ 発表者の説明を自分の考えと発表者の説明を自分の考えと比較しながら比較しながら聞かせる。聞かせる。

◎取り組み方法◎取り組み方法（言語・数理運用科を核として）（言語・数理運用科を核として）

・・授業改善のポイント授業改善のポイントを全教科・全領域で取り組む。を全教科・全領域で取り組む。

・授業研究を行い・授業研究を行い,,全体で研修する全体で研修する場を設ける。場を設ける。

・・全教職員が研究推進全教職員が研究推進にかかわりにかかわり,,交流する。交流する。
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具体的な取り組み具体的な取り組み
①言語・数理運用科に係わる研修

校内研修会（小中連携教育研究会）

◎小中連携による学力向上を図る授業改善ポイント

～「言語・数理運用科」の授業展開を手がかりとして～

広島大学大学院教育学研究科教授
小原 友行 先生

◎思考力・判断力・表現力を育てる指導法の工夫改善

広島市立川内小学校指導教諭
新田 典士 先生
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具体的な取り組み具体的な取り組み

②意識調査・実態調査

・年２回（６月・１月実施予定 対象 全校生徒・教員

・内容 ①授業改善のポイントに即した調査
②単元ごとの理解度の調査

・複数の分析結果

↓

多角的な見方

↓

明確な課題の抽出
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「言語・数理運用科」に係わる意識調査Ⅰ
（対象 全校生徒）

「言語数理運用科」に係る意識調査 全学年合計

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言数の授業を楽しみにしている

言数の授業はよくわかる

言数の授業は役に立つと思う

小グループ活動をすると、授業内容がよくわかる

小グループ活動では、積極的に話し合いに参加する

考える課題に積極的に取り組んでいる

授業で、相手や目的に応じてわかりやすく説明している

授業で、発言者の説明を自分の説明と比較しながら聞いている

よくあてはまる ややあてはる あまりあてはまらない まったくあてはまらない
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「言語・数理運用科」に係わる意識調査Ⅱ
（対象 中３生徒）

単元別「よくわかった」「役に立つ」（3年）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

言葉は乱れているのか

私のおすすめ宅配便

バイオ燃料は地球を救う？

街に広がれ、ユニバーサルデザイン

日本オーレ！

クマが教えてくれること

コンビニの24時間営業を考える

1年間の交通費はいくら？

110人のごみゼロ宣言　－ごみゼロ

エミッション－

よくわかった 役に立つ
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「言語・数理運用科」に係わる意識調査Ⅲ
（対象 教員）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

比較して発表を聞かせている

わかりやすい説明をさせている

考える場面を作っている

小グループ活動を取り入れている

実態に合わせ指導案等を工夫

目標を理解して授業している

よく当てはまる

やや当てはまる

あまり当てはまらない

まったく当てはまらない
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意識調査Ⅰ～Ⅲの分析結果

生徒の実態

①言語・数理運用科の授業を「楽しみにしている」と
答えた生徒が少ない。

②数理的領域の単元は「よくわかる」と答えた生徒
が少ない。

教員の実態

①実態に合わせ指導案を工夫していると答えた教
員が少ない。
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③授業研究会
・年３回 ６月（校内授業研究会）

１０月（小中連携授業研究会）
１１月（校内授業研究会）

・指導主事招聘

④実践事例レポートの作成と交流
・年２回担当者全員提出（８月・１月）
・事例集作成
・校内研修会で各自が実践発表・交流

12



環境整備①環境整備①
①教室掲示用ポスター（話し合い・発表）①教室掲示用ポスター（話し合い・発表）
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環境整備②環境整備②

②小グループ活動用机いす脚カバー②小グループ活動用机いす脚カバー
③小グループ活動用小黒板③小グループ活動用小黒板
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環境整備③環境整備③

④言語数理運用科用授業のポイント掲示物④言語数理運用科用授業のポイント掲示物
⑤言語数理運用科用授業記録⑤言語数理運用科用授業記録
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環境整備④環境整備④
⑥言語数理運用科用評価入力様式⑥言語数理運用科用評価入力様式
⑦言語数理運用科用教員ローテーション表⑦言語数理運用科用教員ローテーション表
⑧電卓・辞書等の整備と提供⑧電卓・辞書等の整備と提供

Ｎｏ． 名 前

情
報
を
取
り
出
す
能
力

思
考
・
判
断
す
る
力

表
現
す
る
力

情
報
を
取
り
出
す
能
力

思
考
・
判
断
す
る
力

表
現
す
る
力

情
報
を
取
り
出
す
能
力

思
考
・
判
断
す
る
力

表
現
す
る
力

情
報
を
取
り
出
す
能
力

思
考
・
判
断
す
る
力

表
現
す
る
力

1

2

3

4

5

１．言葉は乱れ
ているのか？

２．わたしのお
すすめ宅配便

３．バイオ燃料
は地球を救う？

４．街に広がれﾕ
ﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ

16



研究授業研究授業①①--11
３年３年 「お得なセットメニュー」「お得なセットメニュー」

・導入の工夫・導入の工夫 →→ クイズクイズ 17



３年「お得なセットメニュー」３年「お得なセットメニュー」

・数理的思考の・数理的思考の支援支援 →→ 図式化図式化

研究授業研究授業①①--22
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研究授業研究授業①①--33
３年３年 「お得なセットメニュー」「お得なセットメニュー」

・まとめと発表・まとめと発表 →→ ホワイトボードホワイトボード 19



研究授業研究授業②②
１年「広島市の気温を考えよう」１年「広島市の気温を考えよう」

・数理的思考の支援・数理的思考の支援 →→ ワークシートの改善ワークシートの改善20



研究授業③研究授業③
２年「クマが教えてくれたこと」２年「クマが教えてくれたこと」

・情報の取り出しへの支援・情報の取り出しへの支援→→ペアワークから小グループへペアワークから小グループへ21



パワーポイントの活用パワーポイントの活用
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（１）成果（１）成果

①生徒①生徒に見られる成果に見られる成果
◎言語・数理運用科◎言語・数理運用科

・観点や評価基準の確認→目的意識・達成感・観点や評価基準の確認→目的意識・達成感

◎小グループ活動◎小グループ活動

・意欲の向上・意欲の向上

・対話の成立・対話の成立→コミュニケーション力の向上→コミュニケーション力の向上

◎表現活動◎表現活動

・多様な表現に対する許容・多様な表現に対する許容

研究の成果と課題研究の成果と課題
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研究の成果と課題研究の成果と課題

（１）成果（１）成果

②教員②教員に見られる成果に見られる成果

◎「言語・数理運用科」に対する意識の変容◎「言語・数理運用科」に対する意識の変容

・つけたい力の再確認→教科の必要性・つけたい力の再確認→教科の必要性

・課題の確認→実態に応じて工夫改善・課題の確認→実態に応じて工夫改善

◎研究授業・実践レポートでの交流での変容◎研究授業・実践レポートでの交流での変容

・研究推進への機運の高まり・研究推進への機運の高まり
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研究の成果と課題研究の成果と課題
（２）課題（２）課題

①生徒①生徒に見られるに見られる課題課題

・各教科の基礎学力→数理的運用能力・各教科の基礎学力→数理的運用能力

・説明・比較聞きの徹底・説明・比較聞きの徹底

②教員②教員に見られるに見られる課題課題
・研究体制の構築・研究体制の構築

・教師の授業構成力・発問力の向上・教師の授業構成力・発問力の向上

・客観的な学力の分析・客観的な学力の分析
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ご清聴ご清聴 ありがとうございましたありがとうございました
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